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えようとする、挑戦的な研究分野である（Krishna and Schwarz 2014; 恩藏 
2016）。2010 年前後から研究の波が高まり、2014 年には Journal of Consumer 




























感情である（Parrot 1991; Smith and Kim 2007）。怒りや悲しみなどの分かり
やすい感情と異なり、嫉妬は多義的で複雑な感情であり、研究の議論の的にな
りやすいものである。嫉妬は、自身よりも上位の他者の質や業績、所有物を自




情が生まれる（Bers and Rodin 1984）。また、人は本質的に自身と似ている上












象の根源的な動機になる要因が嫉妬である（Van De Ven et al. 2011）。 

































れゆえに嫉妬は避けるべき感情と考えられてきた（Smith and Kim 2007）。 
嫉妬の主体が消費者の場合、嫉妬のもたらす負の影響について、多くの先行
研究が、嫉妬は消費者の幸福を害するものだと主張してきた。嫉妬は、生活の
満足度を低下させるもので（Belk 1985）、消費者の情報処理（Hill et al. 2011）









合理的な意思決定を促進させ（Beckman et al. 2002）、協調性を阻害し（Parks 
et al. 2002）、非論理的な行動を導いてしまう（Gino and Pierce 2009）。また、
嫉妬対象の同僚に対してダメージを与えてしまったり（Cohen-Charash and 
Mueller 2007）、グループの成績を低下させてしまったりする（Vecchio 2005; 
Van De Ven et al. 2009）。そのため、職場における嫉妬は、伝統的に望ましい
ものではなく、有害で、嫉妬する者の成果も、嫉妬される者の成果も低下させ
るものと考えられてきた（Menon and Thompson 2010）。 
一方で、嫉妬の正の側面に言及する研究も出てきている。嫉妬は、憧れの対
象を求める積極的な欲求であり、経済の潤滑油になる正の感情であるという指
摘だ（Belk 2008; Van De Ven et al. 2011）。正の嫉妬は、犠牲よりも競争を導
き、経済活動を刺激し、勤労意欲を駆り立てることに寄与するとしている。嫉
妬がもたらす正の影響については、近年になってから注目が高まり、実証研究





傾向が高い（Loureiro et al. 2020）。また、職場においては、嫉妬は仕事のパ
フォーマンスを向上させることができ（Schaubroeck and Lam 2004）、仕事を















と「善良な嫉妬（Benign envy）」という 2 種類の嫉妬への細分化である。 















































者が持っていない魅力的な物（実験では Black Berry のスマートフォン）に対
して嫉妬プレミアムを発生させることになった。 
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